






























































神奈川大学心理・教育研究論集　第 33 号（2013 年 3 月 20 日）
ついて確認する。
　 座標平面上における直線の方程式は，
（１）傾きが ， 切片が のとき，
　　　　　 ＝ ＋
（２）点（ 1， 1）を通り，傾きが のとき，
　　　　　 － 1＝ （ － 1）
（３）異なる２点（ 1， 1），（ 2， 2）を通る
　　とき，
　　 1 2のとき， …①






　（ 2－ 1）（ － 1）＝（ 2－ 1）（ － 1）
　整理すると，
　（ 2－ 1） +（ 1－ 2）+ 2 1－ 1 2＝0
　ここで， 2－ 1＝ ， 1－ 2＝ ， 2 1－ 1 2＝
　とおくと
　①式は + + ＝0と表せる。
　2点（ 1， 1），（ 2， 2）は異なるから
　 ＝ ＝0となることはない。






















［Ⅰ］点A（ ）を通り，ベクトル （ ）に平行な直線 の方程式について考える。
─ 113 ─
ベクトルの指導法
［Ⅱ］次に異なる２点A（ ）， B（ ）を通る直線 の方程式について考える。
─ 114 ─








+ + + ＝0と ，，の一次式が得られ
る。この式は平面を表している。さらに，この






－ 1＝ （ － 1）
－ 1＝ （ － 1）
（ － 1）－（ － 1）＋0･ ＝0
０･ ＋（ － 1）－（ － 1）＝０
＋（－ ）＋0･ ＋（－ 1＋ 1）＝0
0･ ＋ ＋（－ ）＋（－ 1＋ 1）＝0
［Ⅱ］の式ⓑは，
－ 1＝ （ － 1）
－ 1＝ （ － 1）
（ 2－ 1）（ － 1）－（ 2－ 1）（ － 1）＋0･ ＝0
0･ ＋（ 2－ 1）（ － 1）－（ 2－ 1）（ － 1）＝0
（ 2－ 1）＋（－ 2＋ 1）＋0･
　　　　 ＋（ 2－ 1）（－ 1）＋（ 2－ 1）1＝0
0･ ＋（ 2－ 1）＋（－ 2＋ 1）
　　　　 ＋（ 2－ 1）（－ 1）＋（ 2－ 1）1＝0
よって，ⓐとⓑはいずれも，２平面の交線を表
していることが解る。
　次に，同一直線上にない３点 A（ 1, 1，1），
B（ 2, 2，2），C（ 3, 3，3）を通る平面の方程
式の求め方について考える。
求める平面の方程式を + + + ＝0（一
般形）とすると，３点 A，B，Cを通るから，
1+ 1+ 1+ ＝0
2+ 2+ 2+ ＝0






　 は と に垂直なベクトルだから，
　 ･ ＝0かつ ･ ＝0から，
（ 2－ 1）+（ 2－ 1）+（ 2－ 1）＝0











・ と の外積は × と表す。
・外積 × はベクトルである。
・ × の大きさ｜ × ｜は
　｜ × ｜＝｜ ｜｜ ｜sinθである。
（ただし，θは と のなす角である。）
よって，｜ × ｜は と を2辺とする平行四
辺形の面積に等しいことが解る。





・ × ＝－ × （交換法則は成り立たない。）
・ ×（ ＋ ）＝ × ＋ ×
・（ ＋ ）× ＝ × ＋ ×






・ 1× 2＝ 3　　　　　・ 2× 1＝－ 3
・ 2× 3＝ 1　　　　　・ 3× 2＝－ 1
・ 3× 1＝ 2　　　　　・ 1× 3＝－ 2
・ 1× 1＝ 2× 2＝ 3× 3＝
であることが解る。
　ここで，
　 ＝（ 1, 1，1）， ＝（ 2, 2，2）とすると，
　 ×
　＝（ 1 1＋ 1 2＋ 1 3）×（ 2 1＋ 2 2＋ 2 3）
　＝ 1 1×（ 2 1＋ 2 2＋ 2 3）
　　　　＋ 1 2×（ 2 1＋ 2 2＋ 2 3）
　　　　＋ 1 3×（ 2 1＋ 2 2＋ 2 3）
　＝ 1 2（ 1× 1）＋ 1 2（ 1× 2）＋ 1 2（ 1× 3）
　　　＋ 1 2（ 2× 1）＋ 1 2（ 2× 2）＋ 1 2（ 2× 3）
　　　＋ 1 2（ 3× 1）＋ 1 2（ 3× 2）＋ 1 2（ 3× 3）
　＝ 1 2 3＋ 1 2（－ 2）＋ 1 2（－ 3）
　　　＋ 1 2 1＋ 1 2 2＋ 1 2（－ 1）
　＝（ 1 2－ 1 2） 1＋（ 1 2－ 1 2） 2＋（ 1 2－ 1 2） 3
　＝（ 1 2－ 1 2， 1 2－ 1 2， 1 2－ 1 2）
よって，重要な公式
　 × ＝（ 1 2－ 1 2， 1 2－ 1 2， 1 2－ 1 2）
が導かれた。
　外積を使って，３点 A（ 1，1，1），B（ 0，2，3），
C（4，0，2）通る平面の方程式を求めてみる。
　 ＝（-1，1，2）， ＝（ 3，-1，1）より
　法線ベクトルは × ＝（ 3，7，-2 ）である。
　求める平面は，点 A（ 1，1，1）を通るから，
　3（ －1）+7（ －1）－2（ －1）＝0
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［Ⅴ］三角形の面積について考える。
